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【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｑ    1/32     　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】令和3年12月2日(2021.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス板と、
　前記ガラス板に配置される第１給電部と、
　前記ガラス板に配置される第２給電部と、
　前記ガラス板に配置され、複数の水平エレメントを有するデフォッガと、
　前記第２給電部に接続され、前記デフォッガと容量結合するＦＭアンテナ素子と、
　前記第１給電部に接続され、ＦＭ周波数帯域及びＤＡＢ周波数帯域の両方の受信を可能
な混合アンテナ素子と、
を備えている、車両用窓ガラス。
【請求項２】
　前記ＦＭアンテナ素子において、前記デフォッガに最も近接する第１近接水平エレメン
トと、前記デフォッガにおいて、前記ＦＭアンテナ素子に最も近接する第２近接水平エレ
メントとが、容量結合する、請求項１に記載の車両用窓ガラス。
【請求項３】
　前記ＦＭアンテナ素子の前記第１近接水平エレメントと、前記デフォッガの前記第２近
接水平エレメントとの間の距離が、０～６０ｍｍである、請求項２に記載の車両用窓ガラ
ス。
【請求項４】
　前記混合アンテナ素子は、
　前記第１給電部から給電を受けるＤＡＢ用エレメントと、
　前記第１給電部から給電を受けるＦＭ用エレメントと、
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　前記第１給電部と前記ＦＭ用エレメントとの間に配置される追加のエレメントと、
を備えている、請求項１から３のいずれかに記載の車両用窓ガラス。
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